
 
平成22年12月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年6月30日） 

 
平成22年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

 
 

修正の理由 

 平成22年12月期第１四半期連結累計期間の業績を踏まえ、２月19日に公表した通期の連結業績予想数値を修正いたし
ます。 
 
 (1) 第２四半期累計期間 
 営業利益につきましては、生産効率の改善等により、合成樹脂事業部門が３億５千万円、新規材料事業部門が５千万円
の増益、建材事業部門が５千万円の赤字幅縮小を見込むものの、その他事業部門がホテル事業を中心に５千万円の減益
となる見込みであること等により、連結合計では前回予想より３億５千万円改善の４億５千万円と予想します。 
 経常利益は、営業利益の増加ならびに支払利息の軽減等により４億５千万円改善し、３億円の黒字に転じると予想しま
す。四半期純利益につきましては、繰延税金資産として今後１年分の税金負担軽減見込額を計上したことによる法人税等
調整額のマイナス計上額４億５千４百万円もあり、６億５千万円改善し、２億５千万円の黒字となるものと予想します。 
 
 (2) 通期 
 当下半期の業績につきましては、合成樹脂事業部門における原料価格の上昇リスク及びその他事業部門におけるホテ
ル事業の採算改善遅延リスクを織り込んだこと以外は、基本的には前回発表予想値を踏襲しております。その結果、通期
連結合計の営業利益は２億５千万円改善の10億５千万円、経常利益は３億円改善の６億円、当期純利益は１億円改善の
１億５千万円にとどまるものと予想します。 

以 上
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年２月19日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 38,200 100 △150 △400 △6.53

今回発表予想(B) 38,200 450 300 250 4.08

増減額(B-A) ― 350 450 650

増減率(%) ― 350.0 ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年12月期第2四半期）

34,495 △10 △58 △984 △16.06

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 81,600 800 300 50 0.82

今回発表予想(B) 81,600 1,050 600 150 2.45

増減額(B-A) ― 250 300 100

増減率(%) ― 31.3 100.0 200.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

73,228 1,073 740 △1,745 △28.49



１．平成２２年１２月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正
（事業の種類別セグメントの業績状況）

２．平成２２年１２月期連結通期業績予想数値の修正
（事業の種類別セグメントの業績状況） （単位：百万円、％）

31.3 1,073

100.0 740

△ 33.3

-  △ 1,447

241

259

200.0 △ 1,745

経　　常　　利　　益 300 600 300

当　期　純　利　益 50 150 100

800 1,050 250

△ 50

そ の 他 の 事 業 300 200 △ 100

-  △ 2,384

450 500 50 11.1

△ 1,400 △ 1,350 50

300 10.5 4,404

新 規 材 料 事 業
営
　
業
　
利
　
益

合 成 樹 脂 事 業 2,850 3,150

建 材 事 業

消 去 ・ 全 社 △ 1,400 △ 1,450

計

81,600 0 0.0 73,228

0.0 7,684

そ の 他 の 事 業 4,700 4,700 0 0.0 4,443

建 材 事 業 11,000

0

0

17,600 0

48,300 0.0 46,750

0.0 14,349

当　期　純　利　益 △ 400 250

項　　　目 前回発表予想 今回修正予想 増減額

650

新 規 材 料 事 業

1,700

△ 750 △ 700

前期実績

350.0 △ 10

-  △ 984

△ 50 -  

営
　
業
　
利
　
益

計 100

1,350

△ 700

売
　
上
　
高

合 成 樹 脂 事 業 48,300

11,000

17,600

計 81,600

増減率

450

△ 712

経　　常　　利　　益 △ 150 300 450 -  △ 58

350

△ 750消 去 ・ 全 社

50 -  △ 1,342

そ の 他 の 事 業 100 50 △ 50 △ 50.0 110

建 材 事 業

350 25.9 1,997

新 規 材 料 事 業 100 150 50 50.0 △ 62

合 成 樹 脂 事 業

0.0

22,162

6,478

3,708

2,147

34,495

0.0

0.0

0.0

0.0

38,200

0

0

0

0

0

23,100

7,700

5,100

2,300 2,300

新 規 材 料 事 業

建 材 事 業

そ の 他 の 事 業

38,200

項　　　目 前回発表予想 今回修正予想

計

合 成 樹 脂 事 業
売
　
上
　
高

23,100

7,700

5,100

増減額 増減率 前期実績

平成22年5月13日

業績予想の修正に関する参考資料（連結）

大倉工業株式会社

（単位：百万円）



３．税効果会計が及ぼす純利益への影響について

当第１四半期連結累計期間における法人税等調整額は△４億５千４百万円でありますが、第２四半期連

結累計期間では約△３億３千４百万円となり、１億２千万円程度の利益の悪化を見込んでおります。

これは、当第１四半期連結累計期間に計上されていた賞与引当金が第２四半期累計期間において全額

取り崩され、支払いに充当されることに伴い、繰延税金資産の取崩しが発生することによるものです。

４．借入金の圧縮状況について

財務の健全性を保つべく、当第１四半期においては流動化等を中心に残高圧縮に努めた結果、実質ベ

ースでは約15億円の返済を行っております。

（単位：百万円）

割引手形＋流動化実施額 4,311 △ 3,417

リース債務 4,296 △ 146

22年3月末残高 前期末比増減額

金融機関等の借入金 25,798 2,032

以　上


